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ガーデンコミュニティを
つくろう会

まち普請とは…地域の問題を解決したい、地域の魅力をもっと高めたい、という思いを実現するための施
設整備に対して支援・助成を行う横浜市の事業です。 <私たちのまちを私たちでつくる>

まち普請の２次コンテスト対象の現地視察として、審査

員11人の方が庭を訪れました。

この日は秋晴れで爽やかな風を感じ、この庭の心地よ

さを体感されていました。木漏れ日がとても素敵ですね、

の審査員の言葉に、自然が生み出す景観の魅力に改めて

気付かされました。素敵な庭と目に映られたようですが、

困っていることはいくつもあって．．．

入りやすい入口にしたい！ スロープを作って年配の
方やシルバーカー、ベビーカーや車イスの方でも入りやす
いようにバリアフリーを目指したい！ 子どもたちが自
然と触れ合い遊び込める空間にしたい！ 水はけの悪い
土を改善したい！

と熱く思いをさらに伝えていきたいと考えている、私

たちガーデンコミュニティメンバーでした。

誰でもふらっと寄れるガーデンコミュニティを作り続け

るために、試行錯誤して取り組んでます。2次コンテスト

で採択されるためにはどうしたらよいか日々模索してお

りますが、みんなで知恵を出し合って最後まで全力疾走

していきます。

『まるっとゆるっとCOCOしのガーデンコミュニティ』

２次コンテスト対象 現地視察が

行われました！

10月22日(土)のミニガーデンマルシェは、藝術の秋！？

ワークショップ「みんなで庭の模型作り」を開催しました。木の場所は

ここかな～、ベンチはここがいい、花壇の花はこれが可愛いよね、な

ど和気あいあいお喋りしながらみんなで作りました。イメージを膨ら

ませて楽しかったですね～。

そのほかにも青空の下で親子で

一緒に歌ったり、絵本の読み聞か

せを楽しみました。

次回は11月26日(土)。
ワークショップでは棚のペンキ
塗りをする予定です。 大人も子
どももDIYを一緒に楽しみましょ

う！

一緒にガーデンコミュニティを
作ろう！メンバーも
まだまだ大募集！

園芸が好き！庭で何かやってみた
い！野菜を作りたい！COCOしのを楽
しみたい！とにかく何かやりたい！

…きっかけはなんでもOK！
いつでもお越し下さい♪



千里の道も一歩から、小さくてもできることをひとつずつ…

まち普請事業準備、色々動いています！

あいにくの小雨模様ではありましたが、総勢6人で行ってきました。
午前は同じ市内の戸塚区グループちえのわさんが運営する「ちゅん
ちゅんカフェ」さんへお邪魔しました。活動場所をくまなく丁寧にご
説明、ご案内して頂きました。お昼を挟み、午後は世田谷区の「岡さ
んのいえ」へ。事前にパワーポイントの映像をご準備くださっており、
そちらを拝見しながらご説明をいただきました。
どちらも事前質問への回答をご準備いただいていて、コロナ禍か
らの活動の変化なども含めて見やすくまとめていただいていた資
料を見ながらご説明いただきました。

参考事例の見学へ行ってきました！

どちらの場所でも地域との共生、同じ志の仲間を増やしていくこと
や継続していくことへの創意工夫、他関係機関や町内会、近隣のご理
解を頂きながら見守っていただくことへのご尽力など、ＣＯＣＯしのは
らの日々の実践から共感できることもあれば、新たに学ばせてもらう
ことも多々あり、とても充実した見学ツアーでした。
同じものを見てきて感想を持ち合い、では自分たちがどう取り組め
るか？など、その場でリアルに瞬時に話し合えた、こうしたツアーがで
きたことは本当に有意義でした。
この２つの団体さんともこれをご縁にまち普請以降も繋がっていき
そうで、このまち普請事業での出会いに感謝したいと思います。

10月１3日
(木)

庭のレイアウト、設計プランが少しずつ形になってきています。
協力者も続々と…！

庭の整備について、コーディネーターの奥村さん
や造園業者、設計士、建築士、植栽の専門家、ユニ
バーサルデザインの専門家の方など、素晴らしい
方々が、数々の提案を出して描く庭を図面にして
くださっています。ど素人の私たちには思いつか
ないこともプロの目と知識で教えてくださり、心
強い限りです。
また少しずつボランティアのお問い合わせや
野菜販売など「ガーデンコミュニティを作ろう！
メンバー」が増えていっているのも感じます。

皆様に温かい協力を頂き感謝、感謝の思いです。


